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1. 開発経緯 

 高圧ガス工業（株）と遮熱塗料に関する秘密保持契約を2011年12月に 

  締結し、共同研究を開始。 

  

 （独法）産業技術総合研究所と遮熱塗料の多様化に関する共同開発契約を 

  2012年7月に締結し、共同開発を開始。 

 

 遮熱塗料の製造・販売契約を高圧ガス工業（株）と2012年11月に締結。 

   －促進耐候試験等は高圧ガス工業（株）で実施。 

   －PL責任は高圧ガス工業（株）と共同で負う。 

※1 

※1 独立行政法人 産業技術総合研究所は、科学技術と産業技術の研究開発を行う我が国最大の公的研究機関です。 
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中空ビーズを用いた遮熱塗料の拡大図           不整形シリカを用いた遮熱塗料の拡大図 

ａ．不整形シリカを使った遮熱塗料 
 
• 従来の遮熱塗料は中空ビーズや真球ビーズを使うものが主流 
 
• 今回開発した遮熱塗料は中空ビーズや真球ビーズよりも安価な 
  粒子径1～4 µmの不整形シリカを用いるため、材料コストの低減が期待できる。 
 
• 温度刺激による劣化が少なく、塗膜厚を0.2mmと薄くしても遮熱効果が得られる。 
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2. Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈの特長 



Ｒ 

 X 1000  凝集状態 

不整形シリカとは？ 
 
・n-tech社の不整形シリカは、形が揃っていない状態の二酸化ケイ素粉末。 
 

・塗料に混ぜたときに塗料表面が密になるため、 
 高い反射率があり遮熱効果を発現する。 
 

・薄く塗布できるため内部の蓄熱が少ない。 
 → 中空ビーズを使う断熱塗料にはない性質。 

 X 10000  粉末状態 
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ｂ．伸び率、引張強度が高い 
 
• 許容伸び率 ・・・ 287％ 
   （柔軟性） 
 
• 引張速度  ・・・ 200mm/min 
 
• 引張強さ   ・・・ 4.4Ｎ/m㎡  
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ｃ．透水性試験に於いて良好な結果 
 
• 0.05mℓ未満 
 

  (参考) 防水型複層塗材の規格値 ： 0.5mℓ  
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ｄ．銀、亜鉛、チタンなどの金属成分を含み、
抗菌、消臭、防汚などの機能を有する 
 
• 抗菌活性値 ・・・ 6.2 
 
  (参考) 防水型複層塗材の規格値 ： 2.0以上   
  

＝ 生菌数1.7× 
＝ 生菌数1.2× 

＝ ＜0.6 

（減菌率99％以上） 
（菌の減少率99％） 

初期に大腸菌の生菌数が1.7×    であったものが比較サンプルで24時間後の生菌数が1.2×    個に増
殖していたのに対し、「ブルーオンテック new SP」の24時間培養後の生菌数は、ほぼゼロに減少していました。 
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 新規開発の遮熱塗料を物流倉庫とコンテナへそして潤滑油貯蔵タンク等へ塗布
して、下記の成果を得ることができました。 

 
 

記 
 
 
   ◎ 遮熱塗料は「発熱しにくい」素材であることがわかりました。 
 
    ◎ ハイブリッドコンテナ（塗装＋ベンチレーション＋内装）は塗装なしコンテナに 
    比べて、室内温度が１０℃～１４℃低下しました。 
 
   ◎ ハイブリッドコンテナはコンテナ内部の温度変動が少なく、 
    「結露」は生じません。 
 
   ◎ 遮熱塗装した塗膜に、5℃くらいの断熱特性を確認しました。 
 
   ◎ 遮熱塗装の効果により、エアコンが機能する温度領域になることがわかりま 
    した。 
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3. 実証データ 
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5月4日 時間 外気温 施工区 
未施工
区 

温度差 
効果 

天気 

  4:00 12.0  10.5 10.0  -0.5 雨/濡 

  6:00 11.2  9.3 10.4  1.1 晴/濡 

  8:00 14.5  15.8 23.1  7.3 晴/濡 

* 10:00 18.5  21.5 39.8  18.3 晴/乾 

  12:00 21.0  25.3 35.8  10.5 晴/乾 

  14:00 20.6  27.5 36.5  9 曇/乾 

  16:00 19.9  25.5 28.0  2.5 曇/乾 

  18:00 17.5  17.5 16.9  0.6 曇/乾 

  20:00 15.1  11.5 9.4  -2.1 曇/乾 

  0:00 13.3  10.1 9.1  -1 曇/乾 

  

 
   １．遮熱塗装の原理 
 
        遮熱塗装は、太陽からの熱源（赤外線）を反射することで、屋根材の表面温度の上昇を抑止します。 
      外の熱を室内に取り込むことを防ぐ「断熱材」とは異なり、「熱」自体の発生を抑制する塗装剤です。 
 

   2．効果の検証 
 
     ◎ 日の出以降施工区は未施工区に比べて、温度の上昇が緩やかで、かつ高温化しにくいです。 
    ◎ 夜間、施工区と未施工区の表面温度が少し逆転しています。このことから、塗装には若干の保温効果が確認されました。 
   
   ◆ 従来の施工前の屋根材に比べ、遮熱塗装は「発熱しにくい」施工であるといえます。  

実験期間： 2011年5月4日  

実験場所： Ｔ社工場棟屋根塗装工事 9,000㎡ 

 測定者：   株式会社 ××× 
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工場棟屋根表面温度差比較グラフ   

外気温 

施工区 

未施工区 

10:00 
施工区      21.5℃ 
未施工区  39.8℃ 

温度差  -18.3℃ 

5月4日 
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3-1. 工場棟屋根表面温度差比較データ 
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  塗布なし（ブルー）温度 塗布あり（ホワイト）温度 

最高値 65.5℃ 44.6℃ 

最低値 24.1℃ 25.4℃ 

平均値 38.5℃ 32.5℃ 

当社塗料塗布 (ホワイト) 

塗布なし (ブルー) 

温度計センサー設置 

←折板屋根塗布あり (ホワイト) 

←折板屋根塗布なし(ブルー) 

温度調査グラフ 
温度 
 

70.0 

8月10日 

60.0 

30.0 

20.0 

10.0 

0.0 

50.0 

40.0 

←温度差 
  (塗布なし―塗布あり) 

-10.0 

0:00     2:00    4:00    6:00    8:00    10:00    12:10    14:10    16:10    18:10    20:10    22:10    

3-2. 屋根裏温度変化データ 
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実験期間： 2012年7月14日～9月15日 
実験場所： 神奈川県横浜市中区本牧 

実験内容： 「Blue on Tech SP」の効果を図ることを目的とします。 
        ドライコンテナを４種の仕様に施工し、内部の温度、湿度、露点を計測しました。また、屋根表面の温度も併せて計測しました。  
実験仕様：  20フィート ドライコンテナ４台を  
                ①ノーマル ②塗装のみ ③塗装+ベンチレーション ④塗装+ベンチレーション+内装材の4種の仕様に施工しました。 

４種の仕様 

① 
③ 

④ 
② 

④塗装+ベンチレーション+内装材 ②塗装のみ 

コンテナ鋼板 

鋼板に 
遮熱塗料を塗布 

 ハイブリッドサーマル＆ベンチレーションシステムの構造 

内装部材に 
遮熱塗料を塗布 

空気孔 
（ベンチレーション） 

 ●  コンテナ本体外面に遮熱塗料『Blue on Tech SP』を塗布 
 ●  体上部と下部に空気孔と防水通風部材を具備 
 ●  空気孔には手動操作可能の改変弁を設置 
 ●  空気孔内部に防水通風部材を設置 

内装材 
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3-3. コンテナ実証実験 



Ｒ 

14:30 
塗装屋根      40.5℃ 
ノーマル屋根  55.0℃ 

    -14.5℃ 

11:30 
塗装屋根    38.5℃ 
ノーマル屋根 49.0℃ 

    -10.5℃ 

＊ 塗装屋根と塗布しないノーマル屋根との温度差は著しく、 

    日中暑くなる午前7時～午後16時の間で最大－14.5℃ 
    の差が出た。  
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①ノーマル 

②塗装のみ 

③塗+ﾍﾞﾝﾁ 

④塗+ﾍﾞﾝﾁ+内装 

⑤外気 

※ ログは24時間回収しているが、夜間の温度変化の乏しい時間帯は 
省いて表記している。 ８：００～20：00まで表記。 
  

10:30 
塗+ﾍﾞﾝﾁ+内装  31.5℃ 
ノーマル           43.5℃ 

  －12.0℃ 

14:30 
塗+ﾍﾞﾝﾁ+内装  32.5℃ 
ノーマル           44.5℃ 

  －12.0℃ 

＊ 紫線④(塗布＋ベンチレーション＋断熱材内装)と塗布しない青線 

   ①(ノーマルコンテナ)との温度差は最大－12℃の差が出た。 

②コンテナ内部温度実験データ  ①コンテナ鉄板屋根表面温度実験データ                

 日付： 2012年7月17日～18日 

【計測結果】 【計測結果】 

 日付： 2012年7月15日 天候：晴れ 
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3-4.コンテナ実証結果と考察  

14 

20.0  

25.0  

30.0  

35.0  

40.0  

45.0  

50.0  

55.0  

7月26日 7月27日 7月28日 

①塗装あり 

外気温(℃) 

屋根表面温度(℃) 

室内温度(℃) 

20.0  

25.0  

30.0  

35.0  

40.0  

45.0  

50.0  

55.0  

7月26日 7月27日 7月28日 

②塗装なし 

外気温(℃) 

屋根表面温度(℃) 

室内温度(℃) 

・②塗装なしの場合は屋根表面温度と室内温度がほぼ同じ（熱伝導［大］）だが、①塗装ありの場合は温度差が生じた。 
 （＝遮熱効果） 
 
・また、①塗装ありの場合は、②塗装なしと比べ屋根表面温度（遮熱）とともに室内温度（断熱）も低下した。 

  

7/26 7/27 

14:00 14:00 

（℃） （℃） 

外気温 38.5  37.5  

①塗装あり 
 室内温度 

40.5  40.0  

①塗装あり 
 屋根表面温度 

45.0  43.5  

②塗装なし 
 室内温度 

48.5  46.0  

②塗装なし 
 屋根表面温度 

49.0  48.0  
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≪実験期間≫  2012年9月16日（日）～19日（水） 
 
≪目的≫     精密機械や金属製品等で、熱容量の大きい貨物の結露を調べる模擬実験です。 
 
≪条件≫    *「コンテナ塗装あり」 
             コンテナに遮熱塗料を塗布し、ベンチレーション・内装材を設置しました。 
             内部に７０ℓの水槽(ポリ容器)を置き、水を9割まで満たし密閉します。 
             側面に温度計を設置し、水温の推移をコンテナ内部気温・湿度（70%～80%）・露点と比較します。 
 
                   *「コンテナ塗装なし」 
           測定気温から、水槽表面温度と湿度70%～80%時の露点を見積りました。 
       

                 

図１  ７０ℓ水槽(ポリ容器) 図２ 内部 
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3-5. コンテナ結露実験 
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①塗装あり＋内装＋ベンチレーション 

コンテナ

内気温 

水槽表面

温度 

露点 
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2012/9/16 2012/9/17 

②塗装なし 

コンテナ

内温度 

水槽表面

温度 

露点 

結露 結露 

・気温9.4℃の上昇に対して水温2.2℃上昇（測定値）  
・気温9.4℃の下降に対して水温2.2℃下降（測定値）  

【結露実験のグラフの見方】  
● グラフ①赤線の水槽表面温度が緑線の露点より下がらないので、結露は生じないことになる。また、コンテナ内気温や水槽表面温度が安定している。 
 
● グラフ②赤線の水槽表面温度が緑線の露点より下回るので、結露が生じる。そして、コンテナ内温度や水槽表面温度の変動が大きい。 
 
 

（注） 露点・・・空気の温度が下がった時、空気に含まれる水蒸気が水滴になり始める温度をいう。  
    結露・・・空気が温度の低い物体に触れることによって冷やされ露点以下の温度になると水滴ができる現象をいう。  

 晴れ 30/25℃   晴れ 30/24℃  晴れ 30/25℃   晴れ 30/24℃ 

*塗装なし 【コンテナ結露実験データ   (塗装あり/なし) 】  2012年9月16日-17日 
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◎ この実験はタンクの表面温度をレーザー計測機で時間を置いて２回計測し、 
  塗布前後の温度の違いを示すものです。 

≪計測①≫ 

≪計測②≫ 

                   ≪計測①≫塗布前 49.3℃ - 塗布後36.4℃ ＝ -12.9℃ 
                   ≪計測②≫塗布前 48.3℃ - 塗布後35.6℃ ＝ -12.7℃ 
 

           当社遮熱塗料を塗布前後で、平均-12.8℃ の温度差がみられた。 

【計測結果】 

日時：2012年9月26日 天気： 曇り 

49.3℃ 

35.6℃ 

36.4℃ 

48.3℃ 

塗布前 

塗布前 

塗布後 

塗布後 

before after 
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3-6. 出光興産㈱千葉製油所 潤滑油貯蔵タンク表面温度実証データ 
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2012/12/3 

 夜間 

2012/12/11 

 夜間 

2012/12/28 

 夜間 

2013/1/13 

 夜間 

従来塗装 32.4  28.6  29.3  30.8  

遮断熱塗装 26.8  24.1  24.3  26.1  

外気温 5.4  1.3  -2.0  -1.4  

-5.0  

0.0  

5.0  

10.0  

15.0  

20.0  

25.0  

30.0  

35.0  

40.0  

温
度
（
℃
）
 

石油タンクの塗装表面温度データ 

3-7. 出光興産㈱千葉製油所 潤滑油貯蔵タンク試験塗装実証結果と考察 
・夜間測定で塗装面温度が気温より20℃程高いのは、油温を反映しており油温は85℃とさらに高い。 
 
・遮熱塗料塗装面温度が従来塗装面温度より5℃低いのは、遮熱塗料塗膜が断熱特性を有する事による。 

18 

・窒素ガス使用量の削減は期待できる。 
 (タンク内外の温度差は、ボイル・シャルルの法則から：⊿Ｐ=⊿Ｔ/Ｖの圧力差を生ずる。この圧力差は時に危険領域になり、その圧 
 力差を解消する為に窒素ガスの注入による制御を行っている。) 
 
・雷雨など外気温の急激な変化にも対応可能であり、制御装置や人件費の削減が期待できる。 

※ 出光興産㈱千葉製油所様ご提供のデータによる 
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出光興産＃５５１０タンク上部塗装工事 
千葉県市原市（2013年3月第2週に実施） 

3-8. 出光興産㈱千葉製油所 潤滑油貯蔵タンク塗装工事 
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（参考） 
気象庁観測データ   つくば(館野) 
 

日 

気温(℃) 
日照 
時間 

天気概況 

平均 最高 最低 

17 28.4 33.9 23.6 10.1 薄曇 

18 29.0 34.2 23.2 10.4 晴一時薄曇 

19 29.2 35.2 23.5 9.2 晴一時曇 

20 29.2 33.7 25.0 7.9 薄曇時々晴 

21 26.6 30.9 23.8 1.7 曇 

22 26.6 31.0 23.2 4.2 曇後晴 

23 26.2 29.8 23.7 0.0 曇時々雨 

実験期間： 2013年8月17日～25日 
実験場所： (独法)産業技術総合研究所 火薬準備棟・計測棟 屋根・側壁 
実験仕様： new SP(ライトグレー)と普通塗料を塗布した２つの準備棟の室内温度を計測しました。 
結      果：  エアコンが機能する温度領域になりました。 

3-9. (独法)産業技術総合研究所 火薬準備棟の屋根・側壁塗装  

20 

20.0  

25.0  

30.0  

35.0  

40.0  

45.0  

50.0  

8月17日 8月18日 8月19日 8月20日 8月21日 8月22日 8月23日 8月24日 

①天井付近 温度実験データ  

外気温(℃) 

new SP(℃) 

普通塗料(℃) 

20.0  

25.0  

30.0  

35.0  

40.0  

45.0  

50.0  

8月17日 8月18日 8月19日 8月20日 8月21日 8月22日 8月23日 8月24日 

②床上1500㎜ 温度実験データ 

外気温(℃) 

new SP(℃) 

普通塗料(℃) 

エアコンOFF エアコンON 
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産総研 火薬準備棟 屋根・外壁塗装 
茨城県つくば市（2013年8月12日に実施） 
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Ｉ社呉工場 
屋上アスファルト 

家畜舎飼料サイロ 

 Ｈ社麻布本社２号館 
         

Ｎ社物流倉庫外壁 
ＲＣ、スレート、角波 

4. 施工事例 
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ＨＫ社 
外壁ＰＣ 

Ｕ温泉ホテル   
外壁 RC 

Ｋ邸外壁サイデング 

Ｃコーポ 
外壁ＲＣ 
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工法名 設計価格表 備考 

窯業建材面 ２,８００円/㎡ 
吹き付け 

又は 
ローラー 

金属面 ３,０００円/㎡ 
吹き付け 

又は 
ローラー 

           ｎｅｗ ＳＰ 
～ ブルーオンテック ニューＳＰ ～ 

 

標準設計価格表 

＊ 施工面積５００㎡以上を基準にしております。 

＊ オーダー色については、別途加算させて頂きます。 

＊ 躯体の下地処理を要する場合は、別途加算させて頂きます。 

＊ 足場架設費、養生費は含まれておりません。 

＊ 補修工事（吹き替え）の場合は、下地状況に応じて別途見積りとなります。 

＊ 本標準設計価格は、諸般の事情変化により変更させて頂きます。 

5. 標準設計価格表 
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Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ｎｅｗ ＳＰ 
～ 多機能遮熱塗料 ～ 

 

施工要領書 

ver．20130701 

6. 施工要領書 
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   Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ｎｅｗ ＳＰ 施工要領書 

屋内、屋外施工 

１．使用材料 

窯業建材面 

２．施工基準 （平場の場合） 

コンクリート及びＡＬＣ下地等（吸水性のある塗装下地の場合） 

３．施工方法 

(1)下地処理 
  ①旧塗膜の浮き・ふくれ・脆弱部などはサンダー・皮スキなどを用いて除去してください。 
  ②汚れ・塵埃及びチョーキングなどの劣化塗膜を高圧水洗浄で除去してください。 
  ③下地は充分に乾燥させてください。（含水率10％以下、ｐＨ10以下） 
 
(2)Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ＳＰ シーラー塗布 
  ①下地は十分に乾燥させてください。セメント系下地の場合、レイタンス、エフロレッセンスなどを除去してく 
    ださい。 
  ②段差、巣穴、ひび割れ及びボード類のジョイント部などはパテ等で平滑に調整してください。 
   （ただし、外部のパテ使用は不可） 
  ③開封前に左右によく振り、攪拌させて下さい。一斗缶の場合は電動撹拌機の使用をお勧めします。 
  ④Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ＳＰシーラーを取り出し、ローラー、吹き付け、刷毛等で塗装して下さい。 
  ⑤吸い込みの激しい面などは、2回塗りしてください。 
   
(3)Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ｎｅｗ ＳＰ塗布 
  ①Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ＳＰ シーラーを塗布して３時間以上経ってから塗布して下さい。 
  ②開封前に左右によく振り、攪拌して下さい。一斗缶の場合は電動撹拌機の使用をお勧めします。 
  ③Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ｎｅｗ ＳＰを取り出し、ローラー、吹き付け、刷毛等で塗装して下さい。 
  ④必ず２回に分けて塗布して下さい。一度に厚塗りすると塗膜面に亀裂が発生します。 
  ⑤標準塗布量は塗膜厚確保のため、42.8㎡/缶を目安に塗布して下さい。 
  ⑥Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ｎｅｗ ＳＰ塗装後に空缶確認を行い、指定量が塗布されていることを確認してください。 
 
■施工上の注意事項 
  ・気温5℃以下、湿度85％以上または降雨・降霜・結露などが懸念される場合は、塗装を避けて下さい。 
  ・塗料は充分に撹拌してから使用してください。うすめすぎは、かすれ・仕上り不良などの原因になります 
   ので注意してください。 
  ・希釈は清水で、5％を限度としてください。 
  ・他のトップコートは塗布しないでください。（放熱効果を保持するため） 
  ・かすれ、塗り残しなどがないように均一に塗装してください。 各工程の塗装間隔は、所定の時間を厳守 
   してください。 
  ・塗布量は、標準的な数値です。被塗物の形状や下地の状態・塗装方法などによって増減することがあ 
   ります。 
  ・塗装後に結露を生じますと、塗膜がタレたり、シミになりますので、冬期や雨天の塗装には、充分ご注意 
   ください。 
  ・塗料の取り扱い時、塗装時は、換気を行って下さい。また塗装後も乾燥のために、換気を充分に行って 
   下さい。 
  ・エアレス塗装の場合は、飛散防止に十分注意し、養生を行って下さい。 
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(1)下地処理 
  ①旧塗膜の浮き・ふくれ・脆弱部などはサンダー・皮スキなどを用いて除去してください。 
  ②サビは、金属素地が露出するまで処理してください。 
  ③汚れ・塵埃及びチョーキングなどの劣化塗膜を高圧水洗浄で除去してください。 
  ④下地は充分に乾燥させてください。 
 
(2)Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ＳＰ プライマー塗布 
  ①下地は十分に乾燥させてください。 
  ②引火性の液体ですので、火気のあるところでは使用しないでください。 
  ③吸入すると有機溶剤中毒を起こす恐れがありますから、換気をよくし、蒸気・スプレーミストを吸い込ま 
    ないよう必ず保護具を着用してください。 
  ④取扱作業所には、局所排気装置を設けてください。 
  ⑤開封前に左右によく振り、攪拌して下さい。一斗缶の場合は電動撹拌機の使用をお勧めします。 
  ⑥粘度調整が必要な場合は、塗料用シンナーをご使用ください。尚、希釈は5％以内としてください。 
    （過剰の希釈は、乾燥が遅れ、たるみを生じますので注意してください） 
  ⑦清水、アルコール系溶剤の混入は絶対に避けてください。 
  ⑧強溶剤などで希釈しますと旧塗膜を侵す場合がありますので注意してください。 
  ⑨Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ＳＰ プライマーを取り出し、ローラー、吹き付け、刷毛等で塗装して下さい。 
  ⑩塗布量が少ないと、防錆性及び接着性が低下しますので、必ず標準塗布量を塗布して十分な膜厚を 
    確保してください。エッジ部、凹凸面（40μm以上）などは増し塗りしてください。 
  ⑪使用後の塗装器具は、できるだけ早く塗料用シンナーで洗浄してください。 
   
(3)Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ｎｅｗ ＳＰ塗布 
  ①Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ＳＰ プライマーを塗布して３時間以上経ってから塗布して下さい。 
    （硬化が不十分な場合、再溶解する場合があります） 
  ②開封前に左右によく振り、攪拌させて下さい。一斗缶の場合は電動撹拌機の使用をお勧めします。 
  ③Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ｎｅｗ ＳＰを取り出し、ローラー、吹き付け、刷毛等で塗装して下さい。 
  ④必ず２回に分けて塗布して下さい。一度に厚塗りすると塗膜面に亀裂が発生します。 
  ⑤標準塗布量は塗膜厚確保のため、42.8㎡/缶を目安に塗布して下さい。 
  ⑥Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ｎｅｗ ＳＰ塗装後に空缶確認を行い、指定量が塗布されていることを確認してください。 
 
■施工上の注意事項 
  ・気温5℃以下、湿度85％以上または降雨・降霜・結露などが懸念される場合は、塗装を避けて下さい。 
  ・塗料は充分に撹拌してから使用してください。うすめすぎは、かすれ・仕上り不良などの原因になります 
   ので注意してください。 
  ・希釈は5％を限度としてください。（プライマーは塗料用シンナーで、ｎｅｗ ＳＰは清水で希釈してください） 
  ・他のトップコートは塗布しないでください。（放熱効果を保持するため） 
  ・かすれ、塗り残しなどがないように均一に塗装してください。 各工程の塗装間隔は、所定の時間を厳守 
   してください。 
  ・塗布量は、標準的な数値です。被塗物の形状や下地の状態・塗装方法などによって増減することがあ 
   ります。 
  ・塗装後に結露を生じますと、塗膜がタレたり、シミになりますので、冬期や雨天の塗装には、充分ご注意 
   ください。 
  ・塗料の取り扱い時、塗装時は、換気を行って下さい。また塗装後も乾燥のために、換気を充分に行って 
   下さい。 
  ・エアレス塗装の場合は、飛散防止に十分注意し、養生を行って下さい。 

金属面 
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   Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ｎｅｗ ＳＰ 施工要領書 

屋内、屋外施工 

１．使用材料 

２．施工基準 （平場の場合） 

３．施工方法 
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   Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ｎｅｗ ＳＰ 施工要領書 

  ・取扱い中は、皮膚に触れないようにし、必要に応じて下記の保護具を着用してください。 
   （防塵マスク、保護めがね、長袖の作業衣、保護手袋など） 
  ・容器からこぼれた場合は、土砂等を吸着させて空容器に回収して産業廃棄物として処理してください。 
  ・皮膚に付着した場合には、直ちに多量の石けん水で洗い落とし、痛みまたは外観に変化がある時は、医 
   師の診察を受けてください。 
  ・目に入った場合は、多量の水で洗い、できるだけ早く医師の診断を受けてください。 
  ・誤って飲み込んだ場合は、できるだけ早く医師の診断を受けてください。 
  ・取扱い後は、手洗い、うがいを十分に行ってください。 
  ・残り材料は、しっかりとフタをし、直射日光を避けて、冷暗所に密閉して保管してください。 
    （凍結・高温厳禁） 
  ・容器は蜜栓し、40℃以下で子供の手の届かない一定の場所に定めて保管ください。 
   特に下記場所の保管は避けてください。 
   （雨水や直射日光の当る場所・高温多湿の場所・潮風の当る場所・凍結の恐れのある場所など） 
  ・本来の目的以外に使用しないでください。 
  ・使用済みの容器は、産業廃棄物として処理してください。 
  ・詳細な内容が必要な場合は、製品安全データシート（MSDS）をご参照ください。 

● 取扱い上の注意事項 ● 
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7. 成分表 

成分表  

成分名 重量比(%) 

ア ク リ ル シ リ コ ン 樹 脂 ３０.０ 

酸 化 物  ２２.０  

セ ラ ミ ッ ク ス  ５.０  

複 合 金 属 イ オ ン ０.５  

酸 化 防 止 剤 、 防 藻 剤 １９.０  

粘度調整剤、消泡剤、分散剤 ８.５  

水  １５.０ 

 合     計  １００.０  

試験成績表 

   試験方法はＪＩＳ Ｋ ５６６３合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ及びｼｰﾗｰに準ずる  

試験項目 試験成績 規格・試験方法 

容器の中での 状態 合 格  かきまぜたとき堅い塊がなくて一様になること 

作 業 性 合 格  はけ塗り，ローラー塗り，吹付け塗りに支障がないこと 

低 温 安 定 性 合 格  －５℃に冷やしても変質しないこと 

乾 燥 時 間  ｈ 1   ２以内 

塗 膜 の 外 観 合 格  塗膜の外観が正常であること 

耐 水 性 合 格  水に９６時間浸しても異常がないこと 

耐 ア ル カ リ 性 合 格 
 水酸化カルシウム飽和溶液に４８時間浸しても 
 異常がないこと 

7-1.Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ｎｅｗ ＳＰ 
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7-2.Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ＳＰ シーラー 

成分名 重量比(%) 

特 殊 合 成 樹 脂 エ マ ル ショ ン ４０.０ 

水 ５０.９ 

塗 膜 形 成 助 剤 ４.８  

消 泡 剤 及 び 防 腐 防 か び 剤 ０.２  

粘 度 付 与 剤 ３.０  

添 加 剤 １.１  

 合     計  １００.０  

試験項目 試験成績 規格・試験方法 

容器の中での 状態 合 格  かきまぜたとき堅い塊がなくて一様になること 

作 業 性 合 格  はけ塗り，ローラー塗り，吹付け塗りに支障がないこと 

低 温 安 定 性 合 格  －５℃に冷やしても変質しないこと 

乾 燥 時 間  ｈ 1   ２以内 

塗 膜 の 外 観 合 格  塗膜の外観が正常であること 

耐 水 性 合 格  水に９６時間浸しても異常がないこと 

耐 ア ル カ リ 性 合 格 
 水酸化カルシウム飽和溶液に４８時間浸しても 
 異常がないこと 

成分表  試験成績表 

   試験方法はＪＩＳ Ｋ ５６６３合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ及びｼｰﾗｰに準ずる  
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7-3.Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ＳＰ プライマー （白） 

成分名 重量比(%) 

一液常乾型変性エポキシ樹脂 １６.０ 

さ び 止 め 顔 料 ５.０ 

着 色 顔 料 １３.０  

体 質 顔 料 ３４.６ 

キ シ レ ン １.７ 

エ チ ル ベ ン ゼ ン ０.３ 

ミ ネ ラ ル ス ピ リ ッ ト ２８.３ 

たれ防止剤及び沈降防止剤 ０.４ 

乾 燥 促 進 剤 ０.５ 

皮 張 り 防 止 剤 ０.２ 

 合     計  １００.０  

試験項目 試験成績 規格・試験方法 

容 器 の 中 で の 状 態 合 格  かき混ぜたとき堅い塊がなくて一様になること 

塗 装 作 業 性 合 格  はけ塗りで塗装作業に支障がないこと 

乾 燥 時 間 
指 触 乾 燥 ４ ０ 時 間 

 ２３℃，６５％ＲＨ 
硬 化 乾 燥 ２ 時 間  

塗 膜 の 外 観 合 格  塗膜の外観が正常であること 

上 塗 り 適 合 性 合 格  上塗り（エポーレ）しても支障がないこと 

付
着
性 

碁 盤 目 ２ ５ /２ ５  セロハンテープ方式，２㎜間隔 

耐 衝 撃 性 合 格  ５０㎝，３５０ｇ落球 

耐 屈 曲 性 合 格  直径６㎜の折り曲げに耐えること 

耐 温 水 性 合 格  ５０℃温水７日間浸漬 

塩 水 噴 霧 試 験 合 格  ５％食塩水噴霧３５℃，４００時間 

促 進 耐 候 性 合 格  サンシャイン型ウエザオメーター４００時間 

成分表  試験成績表 

   試験方法はＪＩＳ Ｋ ５６６３合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ及びｼｰﾗｰに準ずる  
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8. ＭＳＤＳ 

8-1.Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ｎｅｗ ＳＰ 
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8-2.Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ＳＰ シーラー 
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8-3.Ｂｌｕｅ ｏｎ Ｔｅｃｈ ＳＰ プライマー （白） 
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